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論 文 の 内 容 の 要 旨
　本論文の本体は、3つの章（3章－ 5章）からなり、不確定性下での最適化の 3つの問題を解いている。
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は理論的貢献と、実用的な応用を両方同時に狙った論文である。理論あるいは応用に偏った論文が
多い中で、理論的提案に対し、常にその有効性を現実に即した数値実験で立証しようという姿勢は高く評価
される。学位論文として、質のみならず量も十分である。一方で、本論文を理論の論文という視点から見れ
ば深みに欠け、現実的な応用という視点から見れば詰めが甘いという批判はあり得る。計算例では示された
数値が応用分野における尺度で必ずしも表現されていないため妥当性が分かりにくくなっていたり、あるい
は、数値実験での既存研究との比較において十分には公平ではない比較をしている場合がある。しかし、そ
のような留保は必要であるものの、博士（工学）として高い水準の達成度を実現している。
　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
